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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年５月１９日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  石 川 敏 行 

   委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２２年１０月１１日（月、祝日） ０９時３０分ごろ 

発生場所 三重県南伊勢町田曽埼灯台から真方位３２６°１,３００ｍ付近 

（概位 北緯３４°１７.９′ 東経１３６°４０.８′） 

事故調査の経過 平成２２年１０月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

モーターボート フジ丸、５トン未満 

２４３－１５９５１三重、個人所有 

 ５.６２ｍ（Lr）×２.１２ｍ×１.０４ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関、６２.５２kＷ、昭和６０年１２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３６歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 免許登録日 平成１３年１２月２６日 

 免許証交付日 平成１８年１１月２０日 

（平成２３年１２月２５日まで有効） 

 死傷者等 負傷 １人（同乗者） 

 損傷 全損 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、友人１人を同乗させ、南伊勢町葛島北

西方沖２０～３０ｍの地点で錨泊して船外機を中立にし、イカ釣りを開始

したところ、北西の風浪で葛島に向けて走錨を始めた。船長は、同乗者に

揚錨を指示したが、同乗者から揚錨できないとの報告を受け、アンカーロ

ープ（以下「ロープ」という。）を捨てるように指示した。同乗者は、船内

に残ったロープを捨てた。 

本船は、船長が前進をかけて航行を試みる中、捨てたロープが船外機の

プロペラ軸に絡んで、航行不能に陥り、同ロープの撤去作業中、平成２２

年１０月１１日０９時３０分ごろ、葛島付近の岩に左舷船底を乗り揚げ

た。 

船長及び同乗者は、本船が風浪によって右舷側に転覆した際、右舷側の

海に投げ出され、付近の干出岩に泳ぎ着き、海上保安庁及び付近を航行し

ていた船舶によって救助された。同乗者は、右側頭皮挫創及び右肩・肘挫

創を負った。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

 その他の事項 船長は、日頃利用する釣り場に他の船舶がいたので、経験のない葛島北
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 西方沖を選び、岩場付近がイカの好釣り場だったので、岩の近くに錨泊し

た。 

ロープは、長さ約５０～６０ｍ、直径約２０㎜であり、錨泊時、長さ約

２０～３０ｍを海中に出していた。 

船長は、ロープを捨てた後、前進を試みたが、本船のプロペラが風浪の

ため空転し、前進が困難であった。 

船長は、乗り揚げ時、船尾部に、同乗者は操舵室左舷側にいた。 

船長は、０７時３０分ごろ、出港前に、携帯電話で天気予想を調べた

が、風浪が強くなることは予想していなかった。 

風浪による波高は、０.５～１ｍであった。 

底質は、岩であった。 

葛島北西岸は、距岸４０～５０ｍのところに１０ｍ等深線があった。 

船長及び同乗者は、救命胴衣を着用していなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 本船は、葛島北西方沖の岩付近を航行中、捨て

たロープが船外機のプロペラ軸に絡み、航行不能

に陥り、船長が同ロープの撤去作業中、北西の風

浪に圧流され、同岩に左舷船底が乗り揚げたもの

と考えられる。 

本船付近の海面には、長さ約５０～６０ｍの捨

てたロープが浮遊していたものと考えられる。 

船長は、捨てたロープの所在を確認していなか

った可能性があると考えられる。 

船長は、経験のない釣り場であったことから、

海底の様子並びに気象及び海象の特性を把握して

いなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、葛島北西方沖の岩付近を航行中、捨てたロープが船

外機のプロペラ軸に絡んだため、航行不能に陥り、船長が同ロープの撤去

作業を行っていたところ、北西の風浪に圧流され、同岩に乗り揚げたこと

により発生したものと考えられる。 

 




